
提

出

者

東

門

美

津

子

平
成
十
三
年
十
月
十
八
日
提
出

質

問

第

一

六

号

在
日
米
軍
兵
士
の
行
動
と
日
米
地
位
協
定
に
関
す
る
質
問
主
意
書
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在
日
米
軍
兵
士
の
行
動
と
日
米
地
位
協
定
に
関
す
る
質
問
主
意
書

去
る
九
月
十
一
日
の
米
国
に
お
け
る
同
時
多
発
テ
ロ
事
件
の
発
生
以
来
、
在
日
米
軍
専
用
施
設
の
七
十
五
％
が
集
中
す
る
沖

縄
県
で
は
、
有
事
の
戒
厳
を
一
般
民
間
人
及
び
報
道
関
係
者
に
強
要
す
る
よ
う
な
米
軍
の
行
動
が
発
生
し
、
地
域
へ
の
不
安
と

緊
張
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
沖
縄
に
お
い
て
は
、
住
宅
が
密
集
す
る
地
域
に
隣
接
し
て
軍
事
基
地
が
存
在
す
る
た
め
、
日
常
生

活
、
住
民
の
安
全
に
も
深
刻
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
、
以
下
質
問
す
る
。

一

米
軍
兵
士
が
銃
を
携
行
し
て
、
基
地
の
外
部
、
す
な
わ
ち
民
間
地
域
で
警
戒
活
動
を
行
う
こ
と
は
日
米
地
位
協
定
に
照
ら

し
て
問
題
は
な
い
か
、
説
明
さ
れ
た
い
。

二

在
日
米
軍
の
軍
事
警
察
権
は
、
基
地
の
外
に
も
及
ぶ
か
。
及
ぶ
と
す
れ
ば
、
そ
の
権
利
の
行
使
に
ど
の
よ
う
な
条
件
が
あ

る
の
か
、
説
明
さ
れ
た
い
。

三

日
米
地
位
協
定
第
十
七
条
第
十
一
項
は
、
「
敵
対
行
為
」
が
生
じ
た
場
合
の
同
条
規
定
の
適
用
停
止
に
関
す
る
権
利
が
記

さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
に
同
項
が
適
用
さ
れ
た
事
例
、
あ
る
い
は
適
用
を
検
討
し
た
事
例
が
あ
る
か
、
明
ら
か
に
さ
れ

た
い
。

四

日
米
安
全
保
障
条
約
第
五
条
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
「
敵
対
行
為
」
が
発
生
し
、
日
米
地
位
協
定
第
十
七
条
の
規
定
の
適

一



用
が
停
止
さ
れ
た
場
合
、
米
軍
の
軍
事
裁
判
権
、
軍
事
警
察
権
が
拡
大
す
る
可
能
性
が
あ
る
か
、
説
明
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

二


